
 

令和５年度第２回北薩地区 小・中・義務教育学校教頭研修会 

令和５年９月 20日（水） 

１ 趣旨  県及び地区教育行政の重点施策並びに努力事項等について理解を深めるとともに，教頭という立場か

ら，責任を果たす学校づくりにおける課題と解決策を確認し，学校教育の充実に資する。 

２ 会場  風テラスあくね（阿久根市） 

３ 出席者  各小・中・義務教育学校教頭 92 人（うち 2人欠席） 

 各市町教育委員会教育長，学校教育課長，指導主事 等 

４ 内容 ⑴ 開会の挨拶及び所長講話    所長 

⑵ 総務課説明        総務課長 

⑶ 管理課説明        管理課長 

⑷ 指導課説明Ⅰ   指導課各指導主事 

＜昼食・休憩＞ 

⑸ 指導課説明Ⅱ   指導課各指導主事 

⑹ 研究協議説明  指導課主任指導主事 

⑺ 研究協議「『主体的・対話的で深い学び」の視点か

らの授業改善に向けた取組を活性化するためには 

～組織的な授業改善を図るための教頭の役割～」 

⑻ まとめと指導            指導課長 

⑼ 講演  鹿児島県総合教育センター教職研修課長 

「学校をチームに！教頭のマネジメント 

～ファシリテーションを中心に～」 

⑽ 閉会の挨拶     阿久根市教育委員会教育長 

５ 様子 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

６ 感想・意見   研修会の内容について（満足 69％，概ね満足 21％，やや不満０％，不満０％） 

・ 所長講話にあったように，週末を有意義に過ごすためにも、平日にもっと頑張りたい。 

・ 講演では，教頭のマネジメント力を高めることがいかに大切か，を学ばせていただいた。「学校をチームに」を目

指し，全ての職員が「ウェルビーイング」な状態になれるよう，十四の心を持った「聴く」力を身に付け，「話し合

いは耳を傾け承認し任せてやらねば人は育たず，やっている姿を感謝で見守って信頼せねば人は実らず」の言葉を

忘れず努力していきたいと思う。 

・ 授業改善について校内で十分に共通理解，共通実践ができていないと感じていたので今後の教頭としてどのよう

に取り組めばよいか考えることができた。最後に 80 字でリフレクションするのは今後の取組を言語化でき実践に繋

ぎやすいと感じた。校内研修でも取り組みたいと思った。 

・ 何事も教頭発信ではなく，人材育成の観点からも係からの発信ができるように，ミドルティーチャーの育成や分

掌の機能化も図っていきたい。 

研究協議「授業改善」 

講演 閉会の挨拶 


